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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　基布の上面にパイルが植設されると共に該基布の下面にバッキング層が形成されてなる
カーペットにおいて、
　前記基布の上面に、アレルゲン低減化剤を付着せしめたウェブ層が積層一体化され、前
記アレルゲン低減化剤の付着量が１～１０ｇ／ｍ2であることを特徴とするカーペット。
【請求項２】
　前記基布とウェブ層とがニードリングにより積層一体化されている請求項１に記載のカ
ーペット。
【請求項３】
　前記ウェブ層の目付量が１０～１００ｇ／ｍ2である請求項１または２に記載のカーペ
ット。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、カーペットに付着した花粉やダニ等のアレルゲンを不活性化する機能を有
したカーペット及びその製造方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
  近年建設される住宅は、断熱性や気密性が著しく向上しており、室内空気が自然対流に
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よって入れ替わる時間が従来の住宅の数倍もかかるような高性能の省エネ住宅も開発され
ている。しかし、このような設計の住宅では、気密性が高いので、室内に臭いや、ハウス
ダストと呼ばれる塵等がこもりやすく、これらがアレルギーを引き起こす原因であるアレ
ルゲンとなって、アトピー性皮膚炎、気管支喘息、アレルギー性鼻炎等のアレルギー疾患
の症状を発症させると言われている。
【０００３】
  アレルゲンにはいろいろなタイプがあり、ダニ（虫体、死骸、抜け殻、糞）、カビ、ペ
ット（毛、フケ）、花粉などが挙げられ、これらがアレルギー疾患の主な原因物質である
と考えられている。例えば、アレルゲンであるチリダニを高熱や薬剤で駆除したとしても
、その死骸がカーペットの中に残ってしまい、人がカーペットの上を歩行、移動すること
等によりこれらチリダニの死骸がカーペットの内部から室内空間に放出されることが問題
視されていた（このチリダニの死骸はアレルゲン性が高いので特に問題であった）。従っ
て、ダニ、ダニの死骸、ダニの抜け殻、ダニの糞などのアレルゲンをカーペットから取り
除かない限り、これらが原因のアレルギー疾患の発症を防ぐことは困難であった。
【０００４】
　このような背景から、エアコン、空気清浄機等を用いた消臭、集塵が多く行われるよう
になり、例えばフィルター等によって空気中のアレルゲンを捕集する方法が提案されてい
る。このようなエアコン、空気清浄機等を用いた捕集方法は、室内の空気中に浮遊するア
レルゲンには有効であるものの、カーペットに付着したアレルゲンに対しては効果は殆ど
得られない。カーペットに付着したアレルゲンを除去するには、掃除機等でカーペットの
パイルの表層部を叩きながら何度も繰り返し吸引してダニ除去を行うのが有効な方法と言
われている。しかし、この方法も、カーペットの表面に付着したアレルゲンは除去できる
ものの、カーペットの内部に入り込んだダニ、ダニ死骸等のアレルゲンを十分に除去する
ことはできなかった。このようにカーペットの内部にまで入り込んだダニ、ダニ死骸等の
アレルゲンを十分に除去することができなければ、カーペットを利用している人がこれら
アレルゲンに接触する機会を十分に抑制することはできず、依然としてアレルギー疾患の
発症を十分に防止できる生活環境が得られているとは言い難い状況にあった。
【０００５】
  一方、繊維等にアレルゲン低減化成分を固着せしめてアレルゲン低減機能を持たせたも
のとしては、特許文献１～３に記載のものが挙げられる。即ち、特許文献１には、アレル
ゲン低減化成分を基材（織布、不織布等）に含浸させてなる絨毯用清拭シートが記載され
、特許文献２には、アレルゲン低減化成分が繊維に化学的に結合または繊維に固着されて
なるアレルゲン低減化繊維が記載され、特許文献３には、アレルゲン低減化成分を含有す
るインキが不織布の少なくとも片面に印刷されてなるアレルゲン低減化不織布が記載され
ている。
【特許文献１】特開２００３－１００８９号公報
【特許文献２】特開２００３－９６６７０号公報
【特許文献３】特開２００３－３１３７７８号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
  上述したように、従来より、繊維や基布（織布、不織布等）にアレルゲン低減化成分を
含浸固着などしたアレルゲン低減機能体は知られている。しかしながら、表面にパイルを
備えたパイルカーペットという特殊な構造の繊維集合体において、即ち基布の上面にパイ
ルが植設されると共に該基布の下面にバッキング層が形成されてなるカーペットにおいて
、アレルゲン低減化剤を付与せしめたものはなかったし、該アレルゲン低減化剤をパイル
カーペットのいかなる部位に担持せしめるのが最も効果的であるか等については全く知見
がなかったのが実状であった。従って、従来のパイルカーペットでは、カーペットに付着
した花粉やダニ等のアレルゲンを不活性化する機能を備えたものはなく、カーペットを利
用している人にとってアレルギー疾患の発症を十分に防止できる生活環境が得られている
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とは言い難い状況にあった。
【０００７】
  この発明は、かかる技術的背景に鑑みてなされたものであって、カーペットの特に内部
に入り込んだダニ、ダニ死骸、花粉などのアレルゲンを効率良く不活性化し得てカーペッ
トにおけるアレルゲン量を低減することのできるカーペット及びその製造方法を提供する
ことを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明者らは、前記目的を達成するために鋭意研究した結果、パイルカーペットを使用
し続けていると、ダニ、ダニ死骸、花粉等のアレルゲン物質は、パイルカーペットのパイ
ル部の根元部分に特に多く集積してくることを突き止めた。従って、パイルカーペットに
付着したアレルゲンを効率良く不活性化してアレルゲン量を低減するためには、アレルゲ
ン低減化剤をこのパイル根元部またはその近傍部に重点的に付着せしめることが重要であ
ると考え、さらにその具体的構成を鋭意検討した結果、本発明を完成するに至ったもので
ある。即ち、本発明は以下の手段を提供する。
【０００９】
　［１］基布の上面にパイルが植設されると共に該基布の下面にバッキング層が形成され
てなるカーペットにおいて、前記基布の上面から前記パイルの根元部にかけての領域の少
なくとも一部にアレルゲン低減化剤を付着せしめたことを特徴とするカーペット。
【００１０】
　［２］基布の上面にパイルが植設されると共に該基布の下面にバッキング層が形成され
てなるカーペットにおいて、前記基布の上面にアレルゲン低減化剤を付着せしめたことを
特徴とするカーペット。
【００１１】
　［３］基布の上面にパイルが植設されると共に該基布の下面にバッキング層が形成され
てなるカーペットにおいて、前記基布の上面に、アレルゲン低減化剤を付着せしめたウェ
ブ層が積層一体化されていることを特徴とするカーペット。
【００１２】
　［４］前記基布とウェブ層とがニードリングにより積層一体化されている前項３に記載
のカーペット。
【００１３】
　［５］前記ウェブ層の目付量が１０～１００ｇ／ｍ2である前項１～４のいずれか１項
に記載のカーペット。
【００１４】
　［６］前記アレルゲン低減化剤の付着量が１～１０ｇ／ｍ2である前項１～５のいずれ
か１項に記載のカーペット。
【００１５】
　［７］基布の上面にパイルが植設されると共に該基布の下面にバッキング層が形成され
てなるカーペットにおいて、前記バッキング層は、樹脂又は／及びゴムにアレルゲン低減
化剤を含有せしめた組成物からなり、該組成物の一部が前記パイルの根元部に浸透して付
着されていることを特徴とするカーペット。
【００１６】
　［８］前記バッキング層は、樹脂又は／及びゴムからなる主体成分１００質量部に対し
てアレルゲン低減化剤を２～２０質量部含有せしめた組成物からなる前項７に記載のカー
ペット。
【００１７】
　［９］前記アレルゲン低減化剤の付着量が２～１５ｇ／ｍ2である前項７または８に記
載のカーペット。
【００１８】
　［１０］前記アレルゲン低減化剤として、フェノール性水酸基を有したアレルゲン低減
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化剤が用いられている前項１～９のいずれか１項に記載のカーペット。
【００１９】
　［１１］上面にパイルが植設された基布の下面に、樹脂又は／及びゴムからなる主体成
分１００質量部に対してアレルゲン低減化剤を２～２０質量部含有してなる粘度５０００
～２５０００ｍＰａ・ｓの組成物を塗布した後、乾燥させることを特徴とするカーペット
の製造方法。
【００２０】
　［１２］前記基布の下面に前記組成物をロールコーティング法で塗布する前項１１に記
載のカーペットの製造方法。
【発明の効果】
【００２１】
　［１］の発明では、基布の上面からパイルの根元部にかけての領域の少なくとも一部に
アレルゲン低減化剤を付着せしめているから、パイル部の根元部分に多く集積するダニ、
ダニ死骸、花粉等のアレルゲンに対してアレルゲン低減化剤が効率良く作用するものとな
り、その結果パイル部の根元部分に多く存在するアレルゲンを効率良く不活性化し得てア
レルゲン量を十分に低減することができる。従ってこのパイルカーペットを用いれば、ア
レルギー疾患の発症を十分に防止できる生活環境の実現に貢献することができる。
【００２２】
　［２］の発明では、基布の上面にアレルゲン低減化剤を付着せしめているから、パイル
部の根元部分に多く集積するダニ、ダニ死骸、花粉等のアレルゲンに対してアレルゲン低
減化剤が効率良く作用するものとなり、その結果パイル部の根元部分に多く存在するアレ
ルゲンを効率良く不活性化し得てアレルゲン量を十分に低減することができる。従ってこ
のパイルカーペットを用いれば、アレルギー疾患の発症を十分に防止できる生活環境の実
現に貢献することができる。
【００２３】
　［３］の発明では、基布の上面に、アレルゲン低減化剤を付着せしめたウェブ層が積層
一体化されているから、パイル部の根元部分に多く集積するダニ、ダニ死骸、花粉等のア
レルゲンに対してアレルゲン低減化剤が効率良く作用するものとなり、その結果パイル部
の根元部分に多く存在するアレルゲンを効率良く不活性化し得てアレルゲン量を十分に低
減することができる。この［３］の発明は、［２］の発明よりもさらに優れたアレルゲン
低減効果が得られる。これは、基布の上面にウェブ層が存在することで、アレルゲン低減
化剤と、パイル根元部に多く存在するアレルゲンとの接触効率がより向上するためと考え
られる。
【００２４】
　［４］の発明では、基布とウェブ層とがニードリングにより積層一体化されているので
、ウェブ層を基布に対して安定状態にかつ強固に積層一体化できる。
【００２５】
　［５］の発明では、ウェブ層の目付量が１０～１００ｇ／ｍ2であるので、アレルゲン
低減化剤とアレルゲンとの接触効率をさらに向上させることができる。
【００２６】
　［６］の発明では、アレルゲン低減化剤の付着量が１～１０ｇ／ｍ2であるから、コス
トを低減しつつカーペットにおけるアレルゲン量を十分に低減することができる。
【００２７】
　［７］の発明では、バッキング層を構成するアレルゲン低減化剤含有組成物の一部が基
布を越えてパイルの根元部に浸透して付着されているので、パイル部の根元部分に多く集
積するダニ、ダニ死骸、花粉等のアレルゲンに対してアレルゲン低減化剤が効率良く作用
するものとなり、その結果パイル部の根元部分に多く存在するアレルゲンを効率良く不活
性化し得てアレルゲン量を十分に低減することができる。従ってこのパイルカーペットを
用いれば、アレルギー疾患の発症を十分に防止できる生活環境の実現に貢献することがで
きる。
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【００２８】
　［８］の発明では、バッキング層は、樹脂又は／及びゴムからなる主体成分１００質量
部に対してアレルゲン低減化剤を２～２０質量部含有せしめた組成物からなるので、アレ
ルゲン量低減効果をさらに向上させることができる。
【００２９】
　［９］の発明では、アレルゲン低減化剤の付着量が２～１５ｇ／ｍ2であるから、アレ
ルゲン量低減効果をさらに向上させることができる。
【００３０】
　［１０］の発明では、アレルゲン低減化剤として、フェノール性水酸基を有したアレル
ゲン低減化剤を用いており、このフェノール性水酸基を有したアレルゲン低減化剤はアレ
ルゲンを不活性化する能力に特に優れているので、カーペットにおけるアレルゲン量をさ
らに低減することができる。
【００３１】
　［１１］の発明では、基布の下面に、アレルゲン低減化剤を所定量含有してなる粘度５
０００～２５０００ｍＰａ・ｓの組成物を塗布してバッキング層を形成するので、該組成
物の一部は、基布を越えてパイルの根元部に浸透してここに付着する。本製法で製造して
得られたカーペットでは、パイル根元部にアレルゲン低減化剤が付着したものとなるので
、パイル部の根元部分に多く存在するアレルゲンを効率良く不活性化し得てアレルゲン量
を十分に低減することができる。
【００３２】
　［１２］の発明では、組成物をロールコーティング法で塗布するので、組成物がパイル
根元部に浸透する程度（浸透高さ）を精度高く制御することができ、これによりパイル面
の触感が極めて良好であると共に安定したアレルゲン低減機能を有したカーペットを製造
することができる。
【図面の簡単な説明】
【００３３】
【図１】この発明に係るカーペットの第１実施形態を示す断面図である。
【図２】この発明に係るカーペットの第２実施形態を示す断面図である。
【図３】この発明に係るカーペットの第３実施形態を示す断面図である。
【符号の説明】
【００３４】
　１…カーペット
　２…パイル
　３…基布
　４…バッキング層
　５…ウェブ層
　１０…アレルゲン低減化剤
　２１…パイル根元部
　Ｘ…基布の上面からパイル根元部にかけての領域
【発明を実施するための最良の形態】
【００３５】
　この発明に係るカーペット（１）は、基布（３）の上面にパイル（２）が植設されると
共に該基布（３）の下面にバッキング層（４）が形成されてなり、前記基布（３）の上面
から前記パイル（２）の根元部（２１）にかけての領域（Ｘ）の少なくとも一部にアレル
ゲン低減化剤（１０）を付着せしめたことを特徴とする（図１～３参照）。
【００３６】
　前記カーペット（１）によれば、基布（３）の上面からパイルの根元部（２１）にかけ
ての領域（Ｘ）の少なくとも一部にアレルゲン低減化剤（１０）を付着せしめているから
、パイル部（２）の根元部分（２１）に多く集積してくるダニ、ダニ死骸、花粉等のアレ
ルゲンに対してアレルゲン低減化剤（１０）が効率良く作用するものとなり、これにより
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パイル部（２）の根元部分（２１）に多く存在するアレルゲンを効率良く不活性化するこ
とができてカーペット（１）におけるアレルゲン量を十分に低減することができる。
【００３７】
　なお、「パイル根元部（２１）」とは、パイル（２）における基布上面に相当する高さ
位置から、パイル高さ（ｈ）の２等分位置までの領域（Ｘ）を意味するものである（図１
～３参照）。
【００３８】
  図１に、この発明のカーペット（１）の第１実施形態を示す。このカーペット（１）は
、基布（３）の上面（３ａ）にパイル（２）が植設されると共に該基布（３）の下面にバ
ッキング層（４）が形成されてなり、前記基布（３）の上面にアレルゲン低減化剤（１０
）を付着せしめたものである。
【００３９】
　本実施形態では、アレルゲン低減化剤（１０）はバインダー樹脂により基布（３）の上
面（３ａ）に付着固定されているので、洗濯等を行ってもアレルゲン低減化剤（１０）が
離脱することが十分に防止され得て、アレルゲン低減化作用を十分に持続させることがで
きる。
【００４０】
  前記図１に示すカーペット（１）は、基布（３）の上面（３ａ）にアレルゲン低減化剤
（１０）含有バインダー樹脂を塗布等により付与せしめた後、タフティング機を用いて基
布（３）の下面側からパイル糸（２）を植設し、次いでバッキング材で基布（３）の下面
を裏打ちすることによってパイル糸（２）を基布（３）に固定したものである。
【００４１】
  前記基布（３）の上面（３ａ）にアレルゲン低減化剤（１０）を付着せしめる方法とし
ては、特に限定されないが、例えばバインダー樹脂溶液にアレルゲン低減化剤を均一に分
散させ、スプレー法、コーティング法等の方法で基布（３）の片面に塗布した後、乾燥処
理して固着させる方法等が挙げられる。バインダー樹脂溶液の乾燥は、特に限定されず、
例えば風乾、加熱処理等が挙げられるが、乾燥処理効率を考慮すると、加熱処理により乾
燥させるのが好ましい。前記加熱処理温度は、基布（３）の素材にもよるが、１００～１
８０℃とするのが好ましい。このような範囲の温度で加熱処理することで基布（３）への
固着性がより高まり、アレルゲン低減化性能の持続耐久性を一段と向上させることができ
る。
【００４２】
  前記バインダー樹脂とアレルゲン低減化剤は、水に分散させた水分散液の形態にして塗
布等するのが良い。バインダー樹脂については水との間でエマルジョン状態を形成させる
のが好ましい。なお、分散媒としては、水以外にアルコール等も使用できるが、水が好適
である。水に分散させる順序としては、アレルゲン低減化剤を予め水に分散させた液に、
さらにバインダー樹脂を分散せしめるのが、アレルゲン低減化剤とバインダー樹脂をより
均一に相互分散させる観点から、好ましい。また、この水分散液に、分散剤、増粘剤等の
各種添加剤を配合しても良い。
【００４３】
　前記バインダー樹脂としては、アレルゲン低減化剤（１０）を基布（３）に付着できる
ものであれば特に限定されないが、例えばウレタン樹脂、自己架橋型アクリル樹脂、メタ
アクリル樹脂、シリコーン樹脂、グリオキザール樹脂、ポリエステル樹脂、酢酸ビニル樹
脂、塩化ビニリデン樹脂、ブタジエン樹脂、メラミン樹脂、エポキシ樹脂、アクリル－シ
リコーン共重合体樹脂、エチレン－酢酸ビニル共重合体樹脂（ＥＶＡ）、イソブチレン無
水マレイン酸共重合体樹脂、エチレン－スチレン－アクリレート－メタクリレート共重合
体樹脂等が挙げられる。また、これら樹脂を２種類以上混合してバインダー樹脂としても
良い。中でも、接着力に優れることから、ＥＶＡが好適である。
【００４４】
  図２に、この発明のカーペット（１）の第２実施形態を示す。このカーペット（１）は
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、基布（３）の上面にパイル（２）が植設されると共に該基布（３）の下面にバッキング
層（４）が形成されてなり、アレルゲン低減化剤（１０）を付着せしめたウェブ層（５）
が前記基布（３）の上面に積層一体化されたものからなる。本実施形態では、アレルゲン
低減化剤（１０）はウェブ層（５）の全体（内部及び上下両面）に付着せしめられている
が、特にこのような形態に限定されるものではなく、例えばアレルゲン低減化剤（１０）
をウェブ層（５）の上面（５ａ）に付着せしめた構成でも良いし、或いはアレルゲン低減
化剤（１０）をウェブ層（５）の内部に付着せしめた構成でも良いし、或いはアレルゲン
低減化剤（１０）をウェブ層（５）の下面（基布に重ね合わされる面）に付着せしめた構
成であっても良い。
【００４５】
  前記図２に示すカーペット（１）では、前記図１に示すカーペットよりも優れたアレル
ゲン低減効果が得られる。これは、基布（３）の上面にアレルゲン低減化剤付着ウェブ層
（５）が存在することで、パイル部（２）の根元部分（２１）により近い位置にアレルゲ
ン低減化剤（１０）が存在するものとなり、これによりアレルゲン低減化剤（１０）とア
レルゲンとの接触効率が向上するためと推定される。
【００４６】
  前記図２に示すカーペット（１）は、アレルゲン低減化剤（１０）を分散含有したバイ
ンダー樹脂溶液にウェブ（５）を含浸して乾燥させた後、該ウェブ（５）と基布（３）と
をニードリングにより積層一体化し、次いでタフティング機を用いて基布（３）の下面側
からパイル糸（２）を植設し、次いでバッキング材で基布（３）の下面を裏打ちすること
によってパイル糸（２）を基布（３）に固定したものである。
【００４７】
  なお、アレルゲン低減化剤（１０）をウェブ層（５）の上面に付着せしめた構成を採用
する場合には、例えば、ウェブ（５）と基布（３）とをニードリングにより積層一体化し
、該ウェブ（５）の上面にアレルゲン低減化剤（１０）含有バインダー樹脂を塗布した後
乾燥させて付与すれば良い。
【００４８】
  前記ウェブ（５）にアレルゲン低減化剤（１０）を付着せしめる方法としては、前述し
たアレルゲン低減化剤（１０）を分散含有したバインダー樹脂溶液にウェブ（５）を含浸
して乾燥させる方法の他、例えばバインダー樹脂溶液にアレルゲン低減化剤を均一に分散
させ、スプレー法、コーティング法等の方法でウェブ（５）の表面に塗布した後、乾燥処
理して固着させる方法等が挙げられる。前記バインダー樹脂溶液の乾燥は、特に限定され
ず、例えば風乾、加熱処理等が挙げられるが、乾燥処理効率を考慮すると、加熱処理によ
り乾燥させるのが好ましい。前記加熱処理温度は、ウェブ（５）の素材にもよるが、１０
０～１８０℃とするのが好ましい。このような範囲の温度で加熱処理することでウェブ（
５）への固着性がより高まり、アレルゲン低減化性能の持続耐久性を一段と向上させるこ
とができる。前記バインダー樹脂とアレルゲン低減化剤は、水に分散させた水分散液の形
態にして含浸、塗布等するのが良い。バインダー樹脂については水との間でエマルジョン
状態を形成させるのが好ましい。なお、分散媒としては、水以外にアルコール等も使用で
きるが、水が好適である。水に分散させる順序としては、アレルゲン低減化剤を予め水に
分散させた液に、さらにバインダー樹脂を分散せしめるのが、アレルゲン低減化剤とバイ
ンダー樹脂をより均一に相互分散させる観点から、好ましい。また、この水分散液に、分
散剤、増粘剤等の各種添加剤を配合しても良い。
【００４９】
  前記バインダー樹脂としては、第１実施形態において例示したものと同様のものを例示
できる。
【００５０】
  前記第２実施形態において、ウェブ層（５）の目付量は１０～１００ｇ／ｍ2であるの
が好ましい。１００ｇ／ｍ2以下であることでアレルゲンがこのウェブ層（５）内に入り
込みやすいものとなってアレルゲン低減化剤（１０）とアレルゲンとの接触効率をより高
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めることができると共に、１０ｇ／ｍ2以上であることでアレルゲン低減化剤をこのウェ
ブ層（５）に十分な量付着させることができる。
【００５１】
  前記第１実施形態及び第２実施形態において、アレルゲン低減化剤（１０）の付着量は
１～１０ｇ／ｍ2の範囲に設定されるのが好ましい。１ｇ／ｍ2以上であることで十分なア
レルゲン低減化作用を発揮させることができると共に１０ｇ／ｍ2以下であることでコス
トも抑制できる。中でも、アレルゲン低減化剤の付着量は３～７ｇ／ｍ2の範囲に設定さ
れるのがより好ましい。
【００５２】
  図３に、この発明のカーペット（１）の第３実施形態を示す。このカーペット（１）は
、基布（３）の上面にパイル（２）が植設されると共に該基布（３）の下面にバッキング
層（４）が形成されてなり、前記バッキング層（４）は、樹脂又は／及びゴムにアレルゲ
ン低減化剤（１０）を含有せしめた組成物からなり、該組成物の一部が前記パイルの根元
部（２１）に浸透含浸により付着されている。
【００５３】
  図３のカーペット（１）では、バッキング層（４）を構成するアレルゲン低減化剤（１
０）含有組成物の一部が基布（３）を越えてパイルの根元部（２１）に浸透含浸されて付
着しているので、パイル部の根元部分（２１）に多く集積してくるダニ、ダニ死骸、花粉
等のアレルゲンに対してアレルゲン低減化剤（１０）が効率良く作用するものとなる。
【００５４】
　前記第３実施形態において、バッキング層（４）は、樹脂又は／及びゴムからなる主体
成分１００質量部に対してアレルゲン低減化剤を２～２０質量部含有せしめた組成物から
なるのが好ましい。２質量部以上とすることで十分なアレルゲン低減化作用を発揮させる
ことができると共に２０質量部以下とすることで組成物中におけるアレルゲン低減化剤（
１０）の凝集を防止することができる。中でも、前記バッキング層（４）は、樹脂又は／
及びゴムからなる主体成分１００質量部に対してアレルゲン低減化剤を４～１０質量部含
有せしめた組成物からなるのがより好ましい。また、充填剤をバッキング層（４）に含有
せしめる場合には、樹脂又は／及びゴムからなる主体成分１００質量部に対して充填剤を
４００質量部以下含有せしめるのが好ましい。なお、前記バッキング層（４）は、発泡体
構造に形成しても良い。
【００５５】
  また、前記第３実施形態において、アレルゲン低減化剤（１０）の付着量は２～１５ｇ
／ｍ2の範囲に設定されるのが好ましい。２ｇ／ｍ2以上であることで十分なアレルゲン低
減化作用を発揮させることができると共に１５ｇ／ｍ2以下であることでコストも抑制で
きる。中でも、アレルゲン低減化剤の付着量は３～８ｇ／ｍ2の範囲に設定されるのがよ
り好ましい。
【００５６】
  前記第３実施形態では、バッキング層（４）を構成する組成物が基布（３）上のパイル
根元部（２１）に浸透する（しみ出す）ことが重要であり、この観点から前記組成物の粘
度は５０００～２５０００ｍＰａ・ｓの範囲に設定するのが好ましい。５０００ｍＰａ・
ｓ以上とすることでバッキング材組成物が浸透し過ぎてパイル（２）上部にまで到達する
ことを防止できると共に２５０００ｍＰａ・ｓ以下とすることで浸透困難となってバッキ
ング材組成物がパイル根元部（２１）に到達しなくなることを防止できる。中でも、前記
組成物の粘度は１００００～２００００ｍＰａ・ｓの範囲に設定するのがより好ましい。
カーペットに塗布等する直前の粘度の管理が特に大切である。また、組成物の乾燥温度は
、基布の材質、パイルの材質、バッキング組成物の塗布量にもよるが、通常、１００～１
８０℃で３～１０分間加熱乾燥処理するのが好ましい。
【００５７】
  カーペットのパイル面に触れた時に硬さ感のない良好な肌触りを得るためには、バッキ
ング材組成物が基布（３）上のパイルの根元部（２１）に適度にしみ出すことが重要であ
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り、その浸透高さは基布（３）上面から０．２～２．５ｍｍが好ましい。
【００５８】
  また、バッキング材組成物が基布（３）上のパイルの根元部（２１）にしみ出す量は、
ロールコーティング法の場合にはロールの回転数やドクターナイフのカーペットへの当て
方によっても変わるので注意を要する。ロールの回転数を上げ、ドクターナイフを強く当
てると、パイル根元部（２１）へのしみ出し量（浸透量）は多くなる。バッキング材組成
物の塗布量は、どのようなバックステッチの形状にも対応できるように３００～６５０ｍ
Ｌ／ｍ2とするのが好適である。塗布量を３００ｍＬ／ｍ2以上とすることで塗布斑の発生
を防止し得て均一に塗布できると共に６５０ｍＬ／ｍ2以下とすることでカーペットが硬
くなるのを防止することができる。中でも、バッキング材組成物の塗布量は３５０～５０
０ｍＬ／ｍ2とするのがより好適である。
【００５９】
　この発明において、前記アレルゲン低減化剤（１０）としては、アレルゲンを変性させ
る等して不活性化し、抗原抗体反応を抑制し得る成分であれば特に限定されるものではな
く、例えばタンニン酸、カテキン等の植物抽出物、２，５－ジヒドロキシ安息香酸等のヒ
ドロキシ安息香酸の他、ビニルフェノール、チロシン、１，２－ジ（４－ヒドロキシフェ
ニル）エテン等が挙げられる。これらの中でも、塗布加工性、耐洗濯性、着色性の観点か
ら、ビニルフェノール、チロシン、１，２－ジ（４－ヒドロキシフェニル）エテン等のフ
ェノール性水酸基（フェノール性ＯＨ）を有したアレルゲン低減化剤を用いるのが好まし
い。
【００６０】
　この発明において、前記基布（３）としては、アレルゲン低減化剤（１０）を固着でき
るものであればどのような素材、形態のものでも良い。前記基布（３）の素材としては、
例えばポリエステル系繊維、ポリアミド系繊維、ポリオレフィン系繊維等の熱可塑性繊維
、またこれら各繊維の複合化繊維、或いはアセテート等の半合成繊維、レーヨン等の再生
繊維、麻、綿などの天然繊維、或いはまたこれら繊維を混綿したもの等が挙げられる。ま
た、前記基布（３）の形態としては、例えば織布、不織布、編布等が挙げられる。
【００６１】
  また、前記パイル（２）の素材は、特に限定されるものではないが、例えばポリエステ
ル繊維、ナイロン繊維、ポリプロピレン繊維、アクリル繊維、レーヨン繊維等の繊維から
なるもの等が好適に用いられ、その他、麻、綿、羊毛等の天然繊維からなるもの等が挙げ
られる。前記パイル（２）の形態も特に限定されず、例えばカットパイル、ループパイル
等が挙げられる。
【００６２】
  また、前記バッキング層（４）を構成するバッキング材としては、パイル糸を基布に固
定できる樹脂またはゴムであれば特に限定されない。樹脂としては、例えばアクリル系、
ウレタン系、ポリ塩化ビニル、ポリエチレン、ポリプロピレン、エチレン－酢酸ビニル共
重合体樹脂（ＥＶＡ）等が挙げられ、ゴムとしては、例えばＳＢＲ（スチレンブタジエン
ゴム）、ＮＢＲ（アクリロニトリル－ブタジエンゴム）、ＭＢＲ（メチルメタクリレート
－ブタジエンゴム）、天然ゴム等が挙げられる。また、前記バッキング材に充填剤を含有
せしめるのが好ましい。前記充填剤としては、特に限定されないが、例えば炭酸カルシウ
ム、水酸化アルミニウム、水酸化マグネシウム、フライアッシュ等が挙げられる。また、
この発明の効果を妨げない範囲であれば、前記バッキング材に分散剤、増粘剤、抗菌剤、
難燃剤、消臭剤等の添加剤を添加しても良い。また、前記バッキング層（４）の下面に、
不織布や織布等からなる２次基布を積層一体化しても良い。
【実施例】
【００６３】
　次に、この発明の具体的実施例について説明する。
【００６４】
　＜参考例１＞
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　水１００質量部にチロシン（アレルゲン低減化剤）を５０質量部分散せしめた液に、さ
らにＥＶＡ樹脂を５０質量部分散せしめて水分散液を得た。この水分散液をスプレー法で
基布（ポリプロピレン繊維からなるテープヤーン織布、目付１１０ｇ／ｍ2）の片面に塗
布した後、１１０℃で３分間乾燥処理することによって、基布の片面にアレルゲン低減化
剤を付着せしめたものを得た。この時、アレルゲン低減化剤の付着量は７ｇ／ｍ2であっ
た。次に、タフティング機を用いて基布のもう一方の面（アレルゲン低減化剤未付着の面
）側からポリエステル繊維からなるパイル糸（パイル目付７００ｇ／ｍ2）を植設するこ
とによって、アレルゲン低減化剤付着側にパイル長７ｍｍのカットパイルを形成して、カ
ーペット原反を得た。次に、前記カーペット原反の非パイル面側（下面）にＳＢＲラテッ
クス（充填剤として炭酸カルシウム含有）を塗布して乾燥処理することによって、図１に
示す構成からなるカーペットを得た。
【００６５】
　＜参考例２＞
  基布上面におけるアレルゲン低減化剤の付着量を１０ｇ／ｍ2とした以外は、参考例１
と同様にして図１に示す構成からなるカーペットを得た。
【００６６】
　＜参考例３＞
  基布上面におけるアレルゲン低減化剤の付着量を１．２ｇ／ｍ2とした以外は、参考例
１と同様にして図１に示す構成からなるカーペットを得た。
【００６７】
　＜比較例１＞
  アレルゲン低減化剤を全く付着せしめないものとした以外は、参考例１と同様にしてカ
ーペットを得た。
【００６８】
　＜比較例２＞
  基布上面におけるアレルゲン低減化剤の付着量を０．９ｇ／ｍ2とした以外は、参考例
１と同様にして図１に示す構成からなるカーペットを得た。
【００６９】
  ＜比較例３＞
  アレルゲン低減化剤を基布上面に付着せしめる代わりに、アレルゲン低減化剤を付着量
が７ｇ／ｍ2となるようにパイル面側から噴霧したのち乾燥させるものとした以外は、参
考例１と同様にしてアレルゲン低減化剤がパイル表面に付着してなるカーペットを得た。
【００７０】
　＜実施例１＞
　水１００質量部にチロシン（アレルゲン低減化剤）を５０質量部分散せしめた液に、さ
らにＥＶＡ樹脂を５０質量部分散せしめて水分散液を得た。ウェブ（目付量５０ｇ／ｍ2

）と基布（ポリプロピレン繊維からなるテープヤーン織布、目付１１０ｇ／ｍ2）とをニ
ードリングにより積層一体化したものを前記水分散液に含浸した後１１０℃で３分間乾燥
させた。ウェブにおけるアレルゲン低減化剤の付着量は５ｇ／ｍ2であった。次に、タフ
ティング機を用いて基布のもう一方の面（非積層面）側からポリエステル繊維からなるパ
イル糸（パイル目付７００ｇ／ｍ2）を植設することによって、ウェブ側にパイル長７ｍ
ｍのカットパイルを形成して、カーペット原反を得た。次に、前記カーペット原反の非パ
イル面側（下面）にＳＢＲラテックス（充填剤として炭酸カルシウム含有）を塗布して乾
燥処理することによって、図２に示す構成からなるカーペットを得た。
【００７１】
　＜実施例２＞
  基布上面におけるアレルゲン低減化剤の付着量を９ｇ／ｍ2とした以外は、実施例１と
同様にして図２に示す構成からなるカーペットを得た。
【００７２】
　＜実施例３＞
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  基布上面におけるアレルゲン低減化剤の付着量を１．５ｇ／ｍ2とした以外は、実施例
１と同様にして図２に示す構成からなるカーペットを得た。
【００７３】
　＜比較例４＞
  ウェブ層におけるアレルゲン低減化剤の付着量を０．６ｇ／ｍ2とした以外は、実施例
１と同様にして図２に示す構成からなるカーペットを得た。
【００７４】
【表１】

【００７５】
　＜参考例４＞
  タフティング機を用いて基布（ポリプロピレン繊維からなるテープヤーン織布、目付１
１０ｇ／ｍ2）の片面側からポリエステル繊維からなるパイル糸（パイル目付７００ｇ／
ｍ2）を植設することによって、パイル長７ｍｍのカットパイルを形成して、カーペット
原反を得た。次に、ＳＢＲラテックス（ＳＢＲ含有率５０質量％）１００質量部に、炭酸
カルシウム３５０質量部、チロシン（アレルゲン低減化剤）１０質量部、増粘剤２質量部
を添加分散させて得た粘度２００００ｍＰａ・ｓのバッキング組成物を１．７倍発泡させ
てロールコーティング法で前記カーペット原反の非パイル面側（下面）にウエット５００
ｇ／ｍ2（４９０ｍＬ／ｍ2）で塗布した後、１５０℃で１０分間乾燥処理することによっ
て、図３に示す構成からなるカーペットを得た。バッキング組成物は、パイルの根元部に
浸透含浸されており、パイル根元部における基布上面から１．２ｍｍの高さまで浸透して
付着していた。アレルゲン低減化剤の付着量は７．５ｇ／ｍ2であった。なお、粘度はＢ
Ｍ粘度測定機を用いて４号ローター、６ｒｐｍの条件で測定した（以下同様）。
【００７６】
　＜参考例５＞
  アレルゲン低減化剤の付着量が１０ｇ／ｍ2となるようにした以外は、参考例４と同様
にして図３に示す構成からなるカーペットを得た。なお、バッキング組成物は、パイルの
根元部に浸透含浸されており、パイル根元部における基布上面から１．２ｍｍの高さまで
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浸透して付着していた。
【００７７】
　＜参考例６＞
  バッキング組成物として、ＳＢＲラテックス（ＳＢＲ含有率５０質量％）１００質量部
にチロシン（アレルゲン低減化剤）５質量部を添加分散させて得た粘度１００００ｍＰａ
・ｓのバッキング組成物を用いた以外は、参考例４と同様にして図３に示す構成からなる
カーペットを得た。バッキング組成物は、パイルの根元部に浸透含浸されており、パイル
根元部における基布上面から１．８ｍｍの高さまで浸透して付着していた。アレルゲン低
減化剤の付着量は５ｇ／ｍ2であった。
【００７８】
　＜比較例５＞
  バッキング組成物として、ＳＢＲラテックス（ＳＢＲ含有率５０質量％）１００質量部
に、炭酸カルシウム３５０質量部、チロシン（アレルゲン低減化剤）１．２質量部を添加
分散させて得たバッキング組成物を用いることによって、アレルゲン低減化剤の付着量が
０．９ｇ／ｍ2となるようにした以外は、参考例４と同様にして図３に示す構成からなる
カーペットを得た。なお、バッキング組成物は、パイルの根元部に浸透含浸されており、
パイル根元部における基布上面から１．２ｍｍの高さまで浸透して付着していた。
【００７９】
　＜比較例６＞
  バッキング組成物として、ＳＢＲラテックス（ＳＢＲ含有率５０質量％）１００質量部
に、炭酸カルシウム３５０質量部、チロシン（アレルゲン低減化剤）１０質量部、増粘剤
５質量部を添加分散させて得た粘度３２０００ｍＰａ・ｓのバッキング組成物を用いた以
外は、参考例４と同様にしてカーペットを得た。バッキング組成物は、パイルの根元部に
全く浸透含浸されておらず、アレルゲン低減化剤の付着位置はバッキング層のみであった
。アレルゲン低減化剤の付着量は７．５ｇ／ｍ2であった。
【００８０】
【表２】

【００８１】
　上記のようにして得られた各カーペットに対して下記評価を行った。
【００８２】
　＜アレルゲン低減性能（不活性化性能）評価方法＞
　アレルゲン測定キット（アサヒビール薬品株式会社製、商品名「ダニスキャン」）を用
いて各カーペットのアレルゲン低減化性能を評価した。まず、３年間使用した一般のカー
ペット（本発明品ではない）から採取した塵ゴミ３ｍｇを、５ｃｍ×５ｃｍに切り出した
前記各カーペット（実施例１～３、参考例１～６、比較例１～６）の上に載せ、さらに表
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間放置した。次に、各カーペットのパイルを刈り取り、この刈り取り後の表面を塵採取器
でこすり、これに測定キットの現像液を垂らし、現れる赤い線の濃淡と位置からダニ汚染
状況を下記の４段階で評価した。評価「１」「２」を合格とした。
（判定基準）
　「１」…ダニアレルゲンの汚染はない
　「２」…ややダニアレルゲンに汚染されている程度である
　「３」…ダニアレルゲンに汚染されている
　「４」…非常にダニアレルゲンに汚染されている。
【００８３】
　表から明らかなように、この発明の実施例１～３、参考例１～６のカーペットは、ダニ
アレルゲン低減化性能に優れていて、ダニアレルゲンの汚染はなかった、又は殆どなかっ
た。これに対し、比較例１～６のカーペットでは、ダニアレルゲン低減化性能が全くない
か又は不十分であり、ダニアレルゲンに汚染されていた。
                                                                                
【００８４】
　この出願は、２００４年３月１１日付で出願された日本国特許出願特願２００４－６８
９７８号および２００４年３月１１日付で出願された日本国特許出願特願２００４－６８
９７９号の優先権主張を伴うものであり、その開示内容は、そのまま本願の一部を構成す
るものである。
【００８５】
　ここで用いられた用語及び説明は、この発明に係る実施形態を説明するために用いられ
たものであって、この発明はこれに限定されるものではない。この発明は請求の範囲内で
あれば、その精神を逸脱するものでない限りいかなる設計的変更をも許容するものである
。
【産業上の利用可能性】
【００８６】
  この発明のカーペットは、例えば、置き敷きカーペット、ホットカーペット、バスマッ
ト、トイレマット、タイルカーペット等として用いられる。
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